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　鈴木　絵美留

2．ベルギー（Belgium）

『かわとはきもの』の読者の皆様は“ベルギー”
という国名を聞いて何が思い浮かびますか？
美味しいチョコレートやワッフル、ビールで
しょうか？日本でも大変なじみが深い“小便小
僧”の噴水像もありますね。靴だと“ベルジャ
ンシューズ”でしょうか？　

今回、紹介したいミュージアムは、日本の
アニメ「フランダースの犬」の舞台ベルギー
王国のフランダース地方（ベルギーの首都ブ
リュッセル以北の地方、フランダースは英語
読み、オランダ語ではフランデレン、フラン
ス語ではフランドル）の、クライスハイテム
という小さな村の田舎道沿いの丘の頂上にあ
る『Shoes or No Shoes？（シューズ・オア・
ノー・シューズ？）』です。名前の頭文字を
取って『SONS』と記載されることが多いで
す。（以下『SONS』と記載）インターネッ
トで検索をしても日本語での情報が少ないミ
ュージアムなので、訪れたことがある方は少
ないのではないかなと思っています。

前回『かわとはきもの204号』で紹介した
日本の履物ミュージアムも、残念なことに

知らない人が多いのが現状です。イタリアや
フランス、またはカナダにある履物のミュー
ジアムは出張や旅行の際に訪れたことがあ
る方のお話をたまにお聞きしますが、この
『SONS』についてはほとんど聞いたことが
ありません。しかし、このベルギーにある
『SONS』も大変素晴らしい履物のコレクシ
ョンたちを収蔵・展示しています。　

「Shoes or No Shoes?（靴か靴ではないか？）」な
んて不思議な名前のついたミュージアムです
が、これは芸術家の手による靴が「芸術かそ
れとも芸術ではないか？（それは靴か、それ
とも靴ではないか？）」と来館者に問うこと
に由来しているそうです。
『SONS』の建物は、1973年に建築家のクリ

スティアン・ヴァンダー・プラエッセ氏によ
って、ギャラリーを構えていた芸術家のエミ
ール・ヴェラヌマン氏のために設計・建設さ
れたのですが、荒廃してしまっていました。

靴メーカーのコルティナグループのオーナ
ーのディルク・ヴァンダーシューレン氏が
『SONS』にふさわしいと、この建物を見つ
け、建築家のローデ・ヴィッターシャウト氏
と建築家ヨハン・ケテレ氏によって、元の建
物の構造を維持しつつ内部は改修し、業務用
スチール棚を設置、外部全体を鉛で覆い、ほ
とんど色を使わない倉庫のような外観に生ま
れ変わり、2009年5月末に『SONS』は開館し
ました。
『SONS』の展示は主に６つのコレクション

に分けられています。①民族コレクション②
近代コレクション③漫画コレクション④作家『SONS』のホームページより
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コレクション⑤デザイナー・コレクション⑥
スニーカー・コレクションから構成されてい
ます。

なかでも大変ユニークな試みとして『SONS』
のオリジナリティ溢れるコンセプトが、創始
者のディルク・ヴァンダーシューレン氏の言
葉に「1300人を超える現代アーティストの情
熱を発見し、彼らの作業靴を芸術作品に変え
る。一方では、2700足以上の履物で構成され
る世界最大の民族コレクションで歴史と民族
文化を発見する。」とあるように、世界中の
アーティストに声をかけ靴の作品を送っても
らって完成したモダンアート（現代アート）
コレクションと、世界中の様々な国や民族の
履物たちの民族コレクションを軸にしてミュ
ージアムを設立しています。

履物の歴史や、文化の違いを展示するだけ
のミュージアムが多い中、『SONS』では靴
にまつわるアートを世界中の靴職人や靴の製
造に関わるデザイナーだけではなく、画家や
写真家、あらゆるアーティストに協力しても
らいそれらを収集し、メインの展示コレクシ
ョンの一つとしていることは、道具としての
履物やファッションとしての履物とは違う、
完全なる現代アートとしての履物のコレクシ
ョンを持つミュージアムとして特筆すべき点
であると言えます。 ▶次号へ続く

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
2023年時点で『SONS』の基本開館時間が週

に２日４時間ですので、日本から訪れる際は
スケジュール調整が必要かもしれません。た
だ事前に連絡をすれば、その他の日時での対
応も可能だそうです。下記のEメールアドレ
スへお問い合わせください。（英語可・日本
語不可）

ベルギーへお出かけの際は一度訪れてみて
ください。是非、訪問された際は感想を聞か
せてくださいね。

『Shoes or No Shoes？』
開館時間：火曜日、木曜日　午後1時30分から
午後5時30分
土曜日は15名～見学リクエストが可能
その他の曜日・時間の見学は要相談、祝日は
休館
夏休み期間の長期休館あり
入場料：大人：15€/学生（12歳～25歳）、65歳
以上：8€/小人6歳以上：5€/6歳未満：2.5€
団体：25名：8€
ガイド：50€/15名（火曜日と木曜日）、75€/15
名（その他の曜日）
音声ガイド（英語・仏語・オランダ語)：1 € 
住所：Vandevoordeweg2, 9770 Kruishoutem, 
Belgium
電話：+32-9-277-90-80（開館時間内）
Eメール：
myriam.delfosse@shoesornoshoes.com
ホームページ：www.shoesornoshoes.com（英
語・仏語・オランダ語）

『SONS』のホームページより




